






















平成 27 年 2 月に HANDS プロジェクトから群馬
県内各市町村教育委員会に調査票を送付、各中学







の結果から、平成 26 年 5 月 1 日現在のデータを
整理しておく。
全国の公立学校に在籍している外国人児童生徒
数は 73,289 人（平成 24 年度調査より 1,744 人増
加）、そのうち、日本語指導が必要な外国人児童




となり、この 4 言語で全体の 80.4％を占める。ま
た、日本語指導が必要な日本人児童生徒は 7,897




校 569 人、中学校 203 人、高等学校 32 人となっ
ている。また、その主要母語別内訳は、ポルトガ
ル語 349 人（42.9％）、スペイン語 187 人（23.0％）、


































が、中学校における外国人在籍数 686 人を仮に 3
等分した場合の 1 学年在籍数は 228 人と推定され
る。そのことから、回答があった 189 人のデータ
は、平成 26 年度推定卒業生数 228 人の 82.8％に
あたる。
Ⅱ生徒の属性と進路結果の概要




グ語）15 人（7.9％）、中国語 12 人（6.3％）など
である。また、主な国籍別状況は、ブラジルが
80 人と最も多く全体の 42.3％を占め、続いてペ
ルー 38 人（20.1％）、フィリピン 21 人（11.1％）、




ポルトガル語 70 人（87.5％）、日本語 3 人（3.8％）、
スペイン語 1 人（1.3％）、無回答 6 人（7.4％）で
ある。ペルー国籍 38 人については、スペイン語
37 人（97.4％）、日本語とスペイン語 1 人（2.6％）
である。フィリピン国籍 21 人については、フィ
リピノ語（タガログ語）13 人（61.9％）、タガロ
グ語とビサヤ語 2 人（9.5％）、英語 1 人（4.8％）、
日本語 1 人（4.8％）、無回答 4 人（19.0％）であ
る。中国国籍 8 人については中国語 8 人（100％）、
















0 歳が 43 人（22.8％）、1-5 歳 13 人（6.9％）、6-9






を母語とする 15 人中 46.7％、また、中国語も 6
人（同 12 人中 50.0％）と、2 言語ともに 2 人に 1
人の割合だった。それに対して、ポルトガル語は


















表 1 は、189 人の進路希望を示している。進路
希望については、進学希望者が 172 人（91.0％）
と圧倒的に多かった。残りの 17 人（9.0％）の内
訳は、就職 1 人（0.5％）、帰国予定 1 人（0.5％）、






ス制 1 29 人（15.3％）、公立定時制 9 人（4.8％）、










公立定時制 6 人（4.9％）、公立通信制 1 人（0.8％）、
私立全日制 25 人（20.5％）、帰国 3 人（2.5％）、






日制 4 人（11.1％）、公立定時制 5 人（13.9％）、
公立フレックス制 8 人（22.2％）、私立全日制 8
人（22.2％）、外国人学校 1 人（2.8％）、就職 1 人
（2.8％）、帰国 2 人（5.6％）、未定 7 人（19.4％）
となっている。
日本語指導「無」151 人の進路結果は、公立全
日制 76 人（50.3％）、公立定時制 4 人（2.6％）、
公立フレックス制 21 人（13.9％）、公立通信制 1
人（0.7％）、私立全日制 34 人（22.5％）、国立 1
人（0.7％）、就職 1 人（0.7％）、帰国 2 人（1.4％）、
未定 10 人（6.6％）、無回答 1 人（0.7％）となっ
ている。
日本語指導「有」の生徒の高校進学率は 69.4％

















33 人（41.3％）、公立定時制 4 人（5.0％）、公立フレッ
クス制 15 人（18.8％）、私立全日制 15 人（18.8％）、
国立 1 人（1.3％）、外国人学校 1 人（1.3％）、就
職 1 人（1.3％）、帰国 2 人（2.5％）、未定 8 人（10.0％）
である。
ペルー国籍生徒 38 人の進路は、公立全日制 21
人（55.3％）、公立定時制 1 人（2.6％）、公立フレッ
クス制 7 人（18.4％）、公立通信制 1 人（2.6％）、
私立全日制 6 人（15.8％）、未定 2 人（5.3％）で
ある。
フィリピン国籍生徒 21 人の進路は、公立全日
制 4 人（19％）、公立定時制 1 人（4.8％）、公立フレッ
クス制 1 人（4.8％）、私立全日制 6 人（28.6％）、
就職 1 人（4.8％）、帰国 1 人（4.8％）、未定 6 人
（28.7％）、無回答 1 人（4.8％）である。
中国国籍生徒 8 人の進路は、公立全日制 2 人
（25.0％）、公立定時制 1 人（12.5％）、私立全日制
5 人（62.5％）である。




立全日制 1 人（20.0％）、公立フレックス制 2 人










44.3％）、公立フレックス制 13 人（同 18.6％）、
公立定時制 3 人（同 4.3％）、私立全日制 14 人（同
20.0％）である。
スペイン語を母語とする 47 人については、公
立全日制 23 人（同 48.9％）、公立フレックス制 9
人（同 19.1％）、公立定時制 3 人（同 6.4％）、私
立全日制 9 人（同 19.1％）である。
フィリピノ語（タガログ語）を母語とする 15
人については、公立全日制 4 人（同 26.7％）、公
立フレックス制 1 人（同 6.7％）、公立定時制 1 人
（同 6.7％）、私立全日制 5 人（同 33.3％）である。
中国語を母語とする 12 人については、公立全
日制 3 人（同 25.0％）、公立フレックス制 1 人（同



















ると、日本での就学期間 1 年未満が 8 人、1 年以























9.1％）、フレックス制合格が 4 人（同 36.4％、申
請した 1 人を含む）であり、不合格者 2 名のうち






























産む。189 人の生徒は計 48 校に在籍しているこ
とが分かったが、そのうち20校が1人のみの在籍、
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68 若　林　秀　樹
This document shows the results of the first survey on the situation of foreign students after junior high school 
graduation, conducted in Gunma Prefecture. The data comprises 189 foreign junior high school students. The 
main results are: the students’ high-school continuation rate is 87.3%, and most of the students made their decision 
among these three types of high-school, 1) 81 students (42.9%) entered full-time public schools, 2) 43 students 
(22.8%), entered full-time private schools, 3) 29 students (15.3%), entered public flex schools. The continuation rate 
of students who received Japanese language coaching is 72.2%, from which only 11.1% entered full-time public 
schools. The number of students who did not received Japanese language coaching is 151, from which 76 students, 
(50.3%) entered full-time public schools is other important finding of this survey. Regarding Special Admission 
System for foreign students, although 19 students had qualifications for application, only one student applied.
（2015 年 6 月 1 日受理）
Situation of Foreign Student after Junior High School 
Graduation in Gunma Prefecture: A Report of the First 
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